
令和４年度 

第１５号 

 甲府市立池田小学校  学校だより 

令和４年１２月６日発行 

発行者：学校長 樋川君子 

 

 

 

○今年のカレンダーも残り１枚となってしまいました。いよいよ１２月…「師走」 

 です。気温も一気に下がって‘冬’を感じる今日この頃です。 

○さて、先週はお忙しい中個別懇談へのご協力をありがとうございました。短時間ではありましたが、担任

と向き合って話ができるいい機会だったのではないかと思います。教育は家庭だけではなく、学校だけで

もなく、それぞれがそれぞれの役割を果たしながら、さらに双方が同じ方向を向いていくことが、その子

のより良い成長に繋がっていきます。懇談での内容を踏まえて、引き続き協力体制を構築していけたらと

思います。今後も何か気になることがありましたら、遠慮なく学校にご相談ください。 

○また、新型コロナウィルス感染症に係っても、毎日の健康観察、受診結果の学校への連絡、体調不良の際

の急なお迎え等多くのご理解ご協力をいただき、本当にありがとうございます。おかげさまで全校的に大

きな感染拡大には至っていませんが、毎日、陽性者や濃厚接触者、風邪症状や体調不良、念のため…等、

まばらですがどのクラスにも欠席者はいる状況です。これからの寒い季節、インフルエンザの流行も視野

に入れながら、学校では引き続き気を引き締めて感染症対策を徹底していきます。なかなか終息の見えな

い中ですが、引き続きご協力をお願いいたします。 

◆自己の記録に挑戦！ 

○１０月１９日（水）、甲府市内の６年生の陸上記録測定会が行われました。今年もコ

ロナの関係で市内の小学校を前半後半の二つに分け、緑が丘陸上競技場で測定会を行

いました。 

○これまで体育の時間を中心に練習を重ねてきた６年生…いつもと違った雰囲気の中で緊張もしましたが、

その、ほどよい緊張感を力に変え、それぞれが自己ベストを目指し、晴天に恵まれる中、思い切り走って

跳んで・投げました。観戦マナーもとても良く、貴重な経験ができた半日でした。 

○それぞれ個人には記録証が、入賞者には大きな賞状が授与されました。（以下入賞者です） 

  ☆女子６０ｍ：第３位：宮坂 碧   ☆男子６０ｍハードル：第４位：野中寛朗 

  ☆男子１００ｍ：第６位：須藤叶翔  ☆男子１０００ｍ：第４位：古屋琉海 

  ☆女子ボール投げ：第６位：神田美空 

  ☆男子４００ｍリレー：第４位：楠悠陸、野中寛朗、高野暖人、須藤叶翔 

 

◆「池なか集会」でより深まった「友情の輪」！ 

○１１月１８日（金）児童会最大のイベント「池なか集会」が行われました。コロナ禍ではありますが、今

年も感染症対策をしっかり行うことで、６年生を中心に企画を進め、準備は５年生も一緒に行いました。 

○今年のテーマは『友情の輪を深めよう Lets enjoy! 池なか集会』です。これまでの活動で「広まった友

情の輪」をより一歩進んで「深めよう」とこのテーマに決定しました。集会前には玄関にもこのテーマが

         張り出され、全校児童皆が当日をわくわくしながら今か今かと待っていました。そし

         て、当日は子どもたちの笑顔が校舎全体に溢れていました。見事にテーマが達成でき

                                        た集会でした。 

 

 

 

 

＊かしこく なかよく げんきよく＊ 

＊あいさつ へんじ  

せいりせいとん そとあそび＊ 
～友情の輪を広げよう みんな輝く池田小～ 



 

 

 

○本校の郷土資料室には、『赤い太鼓』と『シーサー』が立派な展示ケースに保管されています。皆さん、

ご存じでしょうか？卒業生の皆さんは見たことがあるかもしれませんね。また、先日の学校開放でご覧に

なった保護者の方々もいらっしゃると思います。シーサーなのでもちろん沖縄から贈られてきたものです 

○なぜこれが本校にあるのか…その謎を解くために、これが届いた時に在職されていた本校の第４８代校長

の高野裕先生においでいただき、先日６年生に特別授業をしていただきました。 

○本校の第１０代校長に「八巻太一」先生がいらっしゃいます。北杜市須玉町の出身です。 

その八巻先生が明治４１年１１月に池田小学校に校長として赴任しました。３年余り在 

職された後、３３歳で沖縄に渡りました。そこで沖縄の女子教育の必要性に情熱を燃やし、 

昭和５年、私財を投じて「昭和高等女学校」を設立しました。そこでは、当時女子がなか 

なか学ぶ機会のなかった和・英文タイプ、簿記等の実業教育を行ったそうです。 

○その後戦争に巻き込まれ、多くの恩師や学友が亡くなっていき学校も消滅してしまいますが、敗戦後の困

窮生活を救ってくれた、タイピングや簿記の技能を教えてくださった八巻太一先生の慰霊と母校の存在を

歴史に留めるため、昭和３３年に当時の生徒たちで同窓会を設立しました。その時のメンバーも８０歳を

超え、この歴史の事実が消え去ってしまうことをとても憂慮しており、「私たちが元気なうちに、八巻校

長先生の勤務校だった池田小学校に記念品を贈りたい」との強い想いを乗せて贈られてきたのが、『赤い

太鼓』と『シーサー』です。平成２３年１月２８日のことでした。 

○その同窓生のお一人、上原はつ子さんはその後実際に本校を訪れています。また、つい先日わざわざ学校

にお電話をいただき、私ともお話をしました。とてもお元気で９３歳とは思えないほどはっきりとした口

調でお話をされました。さらに、高野校長先生は、上原さんから聞いた戦争の体験談を本にまとめて出版

されました。「はっちゃんの沖縄戦」です。本校の図書室にもあります。 

○まだまだお伝えしきれないことがたくさんありますが、こうした本校の歴史の一端をしっかりと受け継い

でいかなければならないと、今年度の１５０周年を機に改めて感じました。６年生にとっては、卒業前に

とてもいい経験をしたのではないかと思います。興味がある方はぜひ学校にお出でいただき、実物をご覧

になってください。 

 

 

 

 

 

 

 

◆さわやかな挨拶で始まっています！ 

○今学期の地域連携あいさつ運動、PTAあいさつ運動は１１月２１日（月）～２２日（火）の２日間行われ

ました。寒い中でしたが、いつものように校友会や地域の方々、また今学期はPTA情報活動部の皆様のご

協力も得る中で、朝からにぎやかにあいさつがとびかっていました。 

○児童会でも年間を通し 

て様々なあいさつ運動 

の取組を行っています。 

学校内だけではなく、 

地域全体に挨拶の輪が 

広がっていくよう、 

日々の声かけにもぜひ 

ご協力ください。 

 

＊ホームページにも掲載しております。是非ご覧ください。 


